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vVeissの式に合致した。 これより chronaxyを求めた
所，刺激電極の大きさ，距離に無関係に常に一定の値を
求められた。このように定電流刺激の有用性がわかっ
た。 
7. Hunter Syndromeの1例 
0小沢俊行，山様友二郎，陳義龍(千大) 
Hunter Sync1romeは， AMPS代謝異常症のー型で
あり，酵素欠損によるものと考えられている稀な遺伝性
疾患である。今回我々は尿中デ〉レマタン硫酸とへパリン
硫酸の異常排世及び本疾患に特有な臨床症状を呈するー
症例を経験した。本疾患の治療法は未だ確立されてはい
ないが，最近血紫注入療法を試み AMPS量の変化や臨
床症状の変化に注目していきたいと考える。 
8. Ehlers・Danlos症候群の 1例
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症例は12歳女子，生後より内反足，先股脱，側轡があ
り，又 Roncheseのいう 3症候をえた典型的な Ehl-
ers-Danlos症候群である。合併した側轡に対し， 5歳
より Milwankee-Braceにて治療を行っていたが，今度
手術に耐え得る年齢に達した為， Harrington法による
脊柱固定を行なった。心配された血管の脆弱性もなく，
術中の矯正も容易であったが，骨が胞弱なため，矯正力
は通常の 2/3程度にとどめた。術後も経過良好で矯正の
戻りはない。 
9. 最近経験した小児骨髄炎の 2症例
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近年，化学療法の発達に伴い骨髄炎の臨床像にかなり
の変化が出現し，その診断，治療が一層複雑になってき
たといわれる。今回，我々は不適切な初期治療とその遅
れにより敗血症から病的骨折を起こすまで、に至った 1例
と初期治療が比較的成功した 1例とを経験した。ここに
当教室に於ける小児骨髄炎の統計的考察を行い，その病
態，治療，予後に関して若干の考察を加え発表した。 
10. 嫌気性菌によると思われた脊髄硬膜外膿療の 
1例 
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1) 脊髄硬膜外!膿壌は，比較的稀な疾患であるが，そ
の脊髄機能・生命に関する予後の重篤さから，早期診断
により，可及的速やかな椎弓切除術・ドレナージを行う
べきである。 
2) 人体内常在細菌叢の中で多数を占め，元来弱毒性
の無芽胞嫌気性菌は，宿主側の種々の要因により感染症
を起こし， Opportunistic infectionとして注目されて
いる。そして，嫌気性菌は，現在一般に使用される抗生
剤に感受性が少ないのでその選択に考慮されたい。 
11. 頚髄循環における呼吸の影響
加藤之康(千大・脳研)
交叉熱電対法を用いて，呼吸変化(停止， 10% C02 
吸入，過呼吸)に対する頚髄血流を測定し，その血流調
節機構について検討した。脊髄血流，血圧とも呼吸停止
で上昇し，過呼吸で下降した。この変化は自律神経遮断
薬である程度押えられ，それに追加した Acetazolamicle 
f炭酸脱水素酵素遮断薬うでほぼ消失した。 この結果，
呼吸の頚髄循環におよぼす機能として血圧の他， α-acト 
renergicおよび s-aclrenergicの自律神経機構と血管平
滑筋への直接作用が考えられる。 
12. 膝関節内持続性出血の 1例 
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最近，我々は， 55歳女性で左膝関節の腫脹および悲痛
を主訴とした非外傷性膝関節内持続性出血の一例を経験
した。止血斉IJ投与及び関節穿刺を繰り返し施行したが効
果なく，関節鏡および滑膜切除術施行し結果良好であっ
た。病理組織所見で、は色素沈着及び巨細胞の出現を伴
なう慢性関節炎像を呈し老人性慢性関節血腫と診断され
た。本疾患は色素性繊毛結節性滑膜炎ときわめて類似す
るが，その鑑別点を主に病理組織学的立場から述べた。
